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当社の概要
ソニーの携帯事業は1989年当時としては業界最軽
量（980g）のTAC方式のショルダーフォンCP-201
発売からはじまりました。その後、PDC方式、CDMA
方式、GSM方式などの携帯電話の企画・設計・販売ま
で一貫して行っております。

2001年、スウェーデンのエリクソン社と合弁会社
ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーションズ
㈱を設立し、全世界で携帯電話の販売をおこなってい
ます。2010年、Xperiaブランドのアンドロイドスマ
ートフォンXperia X10を発売しました。

2012年、ソニー㈱100％子会社となり、ソニーモ
バイルコミュニケーションズ㈱としてソニーグループ
の強みを生かした商品開発をおこなっています。最近
では携帯端末を中核事業に、SmartBand、Smart
Watch、そしてスマートプロダクトなど新たな商品展
開を進めています。

2016年11月には、業界最高スペックのスマートフ
ォンXperia XZ、ならびに耳元に装着してハンズフリ
ーでコミュニケーションができる新しいスマートプロ
ダクトXperia Ear XEA10の発売を開始しました。
（Xperiaは、ソニーモバイルコミュニケーションズ株式
会社の商標または登録商標です。）
標準化活動について
標準化活動への取り組みとしては、これまで ITUへ
は、スウェーデン Lundに在籍するメンバーが寄書の
提出等、スウェーデンから標準化活動への参加を行っ
て来ましたが、2012年にソニー株式会社の100%子
会社となったため、親会社の所在する日本を代表国と
して提出することとなりました。そのため、TTCへの
入会となった次第です。
当社の主要顧客は、各地域の携帯電話事業者です。彼
らは、メーカに対し調達する端末への要求仕様を提示

します。それらの多くはGSMA、3Gpp準拠ですが、そ
の根底はITU-Tから発行される規格が担っています。昨
今では、中国をはじめとする新興勢力が新しい規格の
提案に関して積極的に活動しており、業界の技術動向
をいち早く得るためにも ITU-Tの標準化活動に参加す
ることは意義があり、我々端末メーカの視点からもよ
りよい規格が制定されることが望ましいと考えており
ます。
これからますます高度化する通信の世界で、TTCの
活動は重要度を増しているといえます。当社としまし
ても微力ではありますが貢献していきたいと考えてお
ります。
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